
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scier ユce 　 Association 　 of 　 Japan

論　文

反対色説に基づ く 4基本色彩語に関する研究
一 NCS とMunsellの色相環における色力 テ ゴ リー を中心 に 一

A 　Study 　of　4　Basic　Color　Terms 　based 　on 　Opponent 　Color　Theory

− Color　Categorization　in　the　Color　Circles　of　NCS 　and 　Munsell一

崔　貞伊 Jungyi　Choi 女子美術大学 JOSHIBI　University　o↑Art　and　Design

AbstractInthe

　Hering’s　opponent 　process　theory、　there　are 　many 　experimental 　examples 　for　the　four　basio　colors 　using

the　spectrum 　Iight．　In　the　oase 　of　Color−Order 　System 、　there　are 　but　a　few ．

［nvi θw 　of　the［atter、　l　attempted 　experiments 　On 　basic　co 「or　categories 　were 　using 　the　NGS 　and 　MunselISystem

40hue 　circle　and 　the　GQIor 　naming 　technique 　of　BOynton ＆ Gordon　on 　Japanese　and 　Korean　respondants ．　The

respondants 　were 　shown 　the　Go ［or　Gategories 　of　both　countries 　and 　request θd　to　convey 　their　color 　percept「on 　in

their　respeGtive 　native 　languagesi　i．e 、　how 　differθ nt　each 　color 　appear θd　to　them ．

There　was 　hardly　a　difterence　in　the　judgments　in　both　Ianguages ．　 Each 　four　basiG　color 　terms 　was 　perGerved

similarly ，　having　the　same 　meaning 　and 　context 　for　both　nationa ［ities．　Moreover，　it　cOuld 　be　regarded 　that　the

same 　color 　perception　is　a　character ［stic　found　generaliy　in　common 　human 　belng6　for　each 　of　these †our 　basic

color 　te「ms ，

Keywords ：NCS （Natural　color 　system ），basiG　Golor 　terms，color 　Gategories

要　旨

　Hering の 反対色説 にお ける基本色相Y ，　 R ，　 B ，　 G を ス ペ ク トル 光を用い て 判定 した実験例は い くつ も あるが 、

Color −Order 　System の 色票を用 い た実験は少な い 。本稿は ，　 Boynton ＆ Gordon の 色 名法の評価方法を応用 し、

NCS と Munsel1システム の40 色相環 のそれぞ れの記号によ っ て、日韓両国語の基本色彩語 と色力テゴ リ
ーの 判定

を試み た。また、両国の 基本色彩語 による色の見えを母国語 で判定させた。

　両国語による判定結果は、ほとん ど差がないと こ ろか らそれぞ れの 4 つ の基本色彩語がほぼ基本色彩語 と色力テ

ゴ リーを表す同 じ意味の言葉で ある こ とが確かめ られた。さ らに、こ れ らの 4つ の基本色彩語 は、言語 、文化の相

違にかかわ りな く、ヒ ト共通の普遍的な色知覚の特性 を表 していると考え られた 。

キーワ ード ：NCS 、反対色説、基本色彩語、色力テ ゴリ
ー
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1．はじめに

　 諸言語におい て、使用される色彩語の 意味やその

色力テ ゴリ
ー

は、従来考 え られ て いた ほど無秩序で

も無原則で もな く、そ こ には 、あ る 種 の 文化的普遍

性 があ る。こ れ ら相互 の 間に は、何らか の 法則性が

存在する こ とを Brent　Berlin　and 　Paul　Kay （1969 ＞
1）
が

は じめ て 指摘 して以来、「基本色彩語 Basic 　Colo 「

Terms 」の法 則性に 関する問題は 、関連諸分野の多

くの研究者の注目を集めるよ う に な っ た。

　 そ の結果、さ らに い ろ い ろ な言語 の事例蒐集が続

け られ る とと も に 、色覚に 関す る 心理 学的 モ デルや

神経生理学的研究成果が参照 された。Berlin＆ Kayに

よる基 本色彩 語の進i化につ い て の 仮説モ デルは 、 そ

のい く つ か の 問題点 の解決 に向か っ て Paul　Kay　and

Chad 　K，　McDanrelの 改定モ デル（1978 ＞へ と発展を遂

げた 。

　 Berlin＆ Kay モデルか ら、　 Kay ＆ McDaniel改定モ

デル へ と発展する過程で 、基本色彩語の 普遍的特性

を考 え る の に大ぎ な役割を果 た した の は 、Ewald

Heringの 反対色説として知られる色覚の 心理学 的 モ

デ ル で ある 。

　 Kay ＆ McDa 冂ielの 論 文 「The　 Llngurstic

Significance　of　the　Meanings　of　Basic　Color　Terms 」

（1978 ）に は 、Heringの反 対色説 に関す る K．　K，　De

Valolsと R．　L　 De　Valoisの神経 生理学的実験成果や、

L．M ．　Hurvich　and 　D ．　Jameson （1957 ）の 打ち消 し法

（cancellation 　method ）iこ基 づ くB，　R，　WQoten の ス ペ ク

トル実験が引用され て い る
H1・

。 また Marc　H ．　Bornstein

の 論文 「The　influence 　of　V 「sual 　PerceptiOn 　on

Culture」に は Robert　M ．　Boynton 　and 　James 　Gordon

（1965 ）ら の色名法による実験か ら得られた諸デー

タ がHering 説の妥 当性を裏づける もの と して 引用 さ

れ て いる弘

　 Heringの 反 対色説 の 主 要色 とされ る 白一黒、赤一緑 、

黄一青の 中の 、 主に有彩色 4色 の反対色反応 を検出し

た こ れ ら の 実験 では 、い ずれも可視範囲の ス ペ ク ト

ル 光が刺激と して用い られて いる。

　基本色彩 語 に関する こ れ ま で の 人類言語 学 、 認 知

言 語学 に お け る 研 究 に 用 い ら れ た Color −Order

System は、ほ とん どが Munsellシス テム によるもので

あ っ た。

　Heringの 自然な 色体系の 考え方に基づき 、現象学

と計量 心 理 学的手法を応用 して開発されたSweden の

Natural　Color　System（以下 NCS ）は、こ れ まで の と こ

一 コ B2

ろ 言語学や文化人類 学の分野で は利用されて い なか

っ た。

　 Munsellシ ステムが心理 物理対応 を基 に して構成さ

れ て い る の に対 して 、NCS は色知覚を心理 量と して 表

現する計量心理学的測定（Psychometric　Measurement）

の色知覚量に基 づ い た心理尺度（PsyGhometrio　Scale）

で 構成され て お り、従来の Color−Order 　Systemとは全

く異な っ た新しい尺度構成 で ある
4）。

　Sweden の Scandinavian　Color　lnsMuteは 、 「我々

は色刺激を記述する シ ス テ ム で はなく、色の現象的

性質その も の を記述 し日常会話 に使用 できる color

naming 　system を提案 して いる」
51
と提 言 して い る。

NCS の 「Naturar」には、知覚された色の見え を こ く

自然に感 じたままを記述するとい う意味がある 。

　本研究で は 、基本色彩語の調査のために、提示試

料として NCS の 40 色相環を使 用 し、　 Munselrシ ス テ

ムの40 色相環 に対する基本色彩語による判断と の 比

較を試みた。

2，研究目的

　英語 を母 国語 とす る人た ちは、可視ス ペ ク トル を

red ，　 yellow，　 green，及 び b［ue の 4つ の 基本色彩語 に

よ っ て 呼び分ける こ とができる と い う。これ らの 4つ

の 基本色彩語は、Hering の反対色説 に対応 して い る。

　 Marc 　 H ．　 Bornstein （1975 ）は 、　Boynton ＆

Gordon （1965 ）の色名法によ る実、験を は じめ、い く

つ か の 実験例を 示 し て い る 。ま た 、Kay ＆ McDanieI

は、こ れ ら4つ の基本色彩語に対応す る色 力テ ゴリ
ー

の判断には文化 的普遍性 があ り、それ は人間の 色知

覚の普遍的特性 を意味 して い る こ とを De　Valoisら の

実験 をは じめ とする実験データに基づい て指摘 して

いる
6）。彼 らの 人類言語学の論文に引用 され て いる色

覚に関する実験データの 他にも 、Heringの unique

huesを実験的に確認するための研究は い くつ もあ る 。

　しか し、Heringの 基本 4原色 を検出す る こ れ ら の 実

験の多 くは、基本色 彩語やその 色力テゴ リ
ー

の確認

を目的と したも の で は な か っ た 。 そ こに紹介 され て

いる実験の 被験者は，主 に英語 圏を中心 と する 1ndo −

European 　languagesを母国語 と する被験者を対象 と

していた 。

　本研究 で は、Altaic　Ianguagesに属す るとされる 日

本語 と韓 国語の基 本色彩語及びその色力テゴ リ
ー

に

つ いて 比 較考察す る こ とを 目的 とす る ． これ に は、

Boynton ＆ Gordon （1965 ）の色名法（color 　naming

一
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technique ）による研究
／’

に用い られた評価方法を参考

に し，両国語における4基本色 彩語 とその色力テゴ リ

ー
の色知覚的特性を実験的に確認 し ．Color−Ord θ r

Systemの色表記の尺度値に よ っ て 定義す る 。

3 ，調査方法

3 ．1．　ネ皮験者

　 日韓、両 国どち らも 20 〜30 代の 女性で 、正 常な

色 覚をもつ 美術系大学 生を対象 に し、NCS と Munsell

シ ス テ ムそれぞれ日韓50 名ず つ 、の べ 200 名である 。

3 ．2 ．　調査試料

　NCS40 色相環 は 、　 Neutral　7 の 灰色を背景 と し 、

Soandinavian　Color　lnslituteの Golor　atlas を用 い て 製

作した 。 Munseil40 色相環は、20色相に内挿 する色

票を色研事業製作の管理色票を用い て製作 した。

3 ．3．観察条件

　本調査は、1998 年 4 月か ら10月にかけて 東京 と相

模原及び韓国の ソ ウル の 各場所で行われた。日中（午前

11時〜午後 3時）の照度 10001x 以上の 自然光の 下で観

察を行な っ た ．NCS とMunsell シ ス テム の 40 色相環を

提示し、2〜 3人に同時に見せてそれぞれの色相環 に

対 す る 基本色彩語 による判断の 差を 調べ た 。ま た、

Tab 【el 　 NCS とMunsellの色相環の色表記

　 NCS ．OolorCircleN（tation　　 Mu   諷1−H 皿eC 囮 e（HVC ）一ゴ而

No
　 NcsNo

臨 nNQ

　NCSNo

齣

NoMmtse
旺

 

NoMunsdtH
〜
「
C

105 猟 」Y2 】 」565．B 正 5りYa’12｝ ユ［ 50PBy10

205 隣 Yl〔駐 刀 2055−BLOG225YB ！1422Z5PB3 ／m

305 跡 Y鰥 23 蕗 5  脳 ）G3mOYR 別 2 四 10．OB3 〆旧

4 囀 ｝Y30R2425 」5−B3QG475YR7 厂12 斛 7jB3心

505 雛 Y40R252555rB 姻 K｝ 550YR 刀 1425 ，ρ B4 信

5058 匹Y50k 乃 脚 B50G6 ユ5YR　7r122625B 聖8

7 ロ5日D」Y50R27255 ， 田 GG7 】OO 赴し胡 427loOBG4 偲

昆 D5路 Y70R 認   』3706 ε 75R5 川 42875BG4 尽

9 α5鼠 レ脚 R 卸 2555B齢 G95 眼 4バ4 四 50BG4 ’B

1005 跡 Y9σR30 器 B鸚 102 皿 4，．凶 302 ．5BG4 熔

11IG 跚 3L 匸56狽 3 1110 磁 P4 厂1431100G 鱈

1ヱ ［575収 mB32m70 誕 ｝】OY 　 12齟 75RP 弔 訌43275G 　5∫呂

13   肥 αB33057 鵬 〕Y135 ．ORP4厂14335 α3（お

14   30B 餌 057 〔」GjOY142 、5RP4／143425G6 弓o

夏52   40B35057   Y 見5 ［OσP4勹235looOY6110

L63055 −R50塾 36u56 シG5DY1675P4 ／123675GY7 ／10

17355     37D5   Y 汐 5DP4 〆12375D 〔…Y 馴 o

陪 3瞭 洞 く灘 ）H38057 伊 G7DY 腮 25P4 ／10 弼 2、5GY 翻 O

192565a80B39   7  Y1910DPB3 〆12 謁 lqOY別 1｛｝

202 鯲 RgQB 判 057冨  Y2075PB3 月 2 菊 Z5Y8 〆12

色票番号川頁に判断する よう に要求 して は いないの で 、

各被験者は 、色相環を見る位置に応 じて 見やすい番

号の色 票か ら任意に判定、日韓そ れぞれ の 母 国語に

よ る色の 見 えの判定を記録させた。試料をTab ［e　 1、

Fig．1−1に、デ
ー

タシ
ー

トをFig．1−2に示す 。
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Figl−1　 NCR とMuse ［1の40 色相環
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4．色名法と分析方法

　 色名法 による 研 究で は 、Boy 冂ton ＆ GDrdon が

1965 年 に行 っ た実験がある
nh。彼ら によれば、色名

法 に よ っ て 色相の 判定 を 行 な っ た実 験例 は、あま り

多 くはない そ うだが、い くつ かの命名法が ある中で 、

Heringの 4 　unique 　hues による判定 をも っ とも妥当な

方法として推薦 している。

　 Boynton ＆ Gordon が色名法に よっ て行 っ た実験の

目的 は、輝度 の 変化に よ る Bezoid −Br　 cke 　Hue 　Shift

を計測する こ とであ っ で、色相 力テ ゴ リ
ー

を測定す

る も の で は な い 。 しかも、そ の 被験者は ，わ ずか 3

名の若い男性 で、440nm か ら 10nm 間隔で 660 冂 m

ま で の ス ペ ク トル色を輝度 と刺激時闘を変えて判定

させた も の で あ り、実験 の 目的 や設定条件な どの 点

で本研究とは異な る 。 従来の 実験の多 くは、Hering

の unrque 　hues を検証するために刺激としてス ペ ク ト

ル光を用 いてい るが、本稿で は 、ス ペ ク トル 光の代

わ りに色票を用い て いる 。

　彼 ら の 英 語 に よ る 色名 法 の 場 合 は red 、　 yellow，

green，　 biueの 4 つ の色名だけで提示 された色相を答

え る こ と が要 求され て いる 。Boynton ＆ Gordon は、

モ ノクロ メ
ー

タによ っ て 提示された色 につ い て、まず

主に感 じられる色名を最初に答えさせている 。 次にそ

こ に含まれ て い る 二 次的な色名を答えさせ て い る
9）。

しか し、本調査では、日本人 と韓 国人 にそれぞ れの

母 国語 の基本色彩 語 で 色相を判定す る ために、そ れ

ぞれの 言 語の習慣 に従 っ て 「赤み の 黄、rY」「黄みの

赤 、yR 」 の よ うな系統色名法に よ っ て判断 さ せた 。

そ して 黄 、赤 、青、緑 の 一
語 だ けで 回答され た色相

を 3点 と し、黄みの 赤の よう に修飾語 つ き の 判定に

は、主 に 感 じ ら れ る大 文字の 色相で あ る赤 に 2 点、

修飾語 である小 文字の黄 み の 色 相を 1点と し、得点

化する方法 は、Boynton ＆ Gordon の先例 に従 っ た 。

以下 Boynton ＆ Gordon の 実験方法をそのまま導入し

なか っ た理 由を ，こ の 方法の問 題点と して 取 り上 げ

る。

4 ，1、方法の 問題点

4．1．］．集団調査 と知覚的色の連続性

　色覚特性に 関する実験 の被験 者は多 くの 場合、小

人数で すむが 、母国語の 言葉 による反応 を調べ る た

め には個入差を考慮 して も っ と多 くの 被験者を必要

とす る 。ま た 、知 覚的判 断 に基 づ く色力 テゴ リ
ー

の

調 査 には、色の 変化が完全 に連続 して い る こ とが必

要で ある 。 ス ペ ク トル には紫系 の 刺激が欠けて い て 、

色の連続性が完結 した状態 で 提示 さ れ な い の で 40 色

相環を用い た。

4 ，1．2 ，色力テゴリ
ー

の分割 の 可能性

　 モノク ロ メ
ー

タ による単色刺激を絶対評 価させ る

方法で は、Eric　H．　Lenneberg（1967 ）が指摘 した よう

な命名不能色域が発生するおそれがある。

　本調査で は、「あか」「き」「みど り」「あお」とい

う4 つ の墓本色彩語 で 答え る ように 要求されるが、赤

でも黄 でもない と判断される色があ り、そ れをオ レ

ン ジ と答え る こ と は 許され な い 。また、い く つ も の

色票を赤，黄と答える可能性 がある。

　 しか し、連続的 に選ばれ た色を提示 してそ れに命

名させると命名不能色はな くな る と い うLenneberg の

報告がある
ICI，。それは、修飾語 の使い方 にあるとされ

て い る 。つ ま り、す べ ての色域 を言葉で表示するこ

とが で き る系 統色名法 の効用 で ある 。こ れ に よ っ て 、

色力 テゴリ
ー

の典 型（prQtotype＞を検出できる ばか り

でなく、色相環 を色力 テ ゴ リーに よ っ て 分割する こ

とが可能になる と考えら れる 。

4 ，1．3 ．修飾語 の問題

　 BoyntOn ＆ Gordonの 色名法の回答は、　 unique 　hue

をY ，G ，　 B ，　 Rで 表 し、そ の 中間をそれぞれ の混合の

割合で 示 した 。そのた め名詞 の前に修飾語が く る と

い う英語 の 本来 の 習慣 にそ っ て いない。4つ の基本色

彩語は 日本語 、韓国語 で はそ れぞれ名詞 と修飾語 の

両方 にな りうるが、修飾語が名詞の前に置 かれ るの

が原則 で あ り、修飾語は 「赤み」などの ような言い

方 で 名詞を修飾する とし、う習慣 がある。両 国語の 基

本色彩語 を調 べ るため には、それ ぞれ の 言語 にお け

る習 ll貫に従 っ て判断するのが自然で ある と考える。

　しか し、母 国語の言 語習慣に従うと い う方法 では

有彩 色の派生 力 テ ゴ リ
ー、オ レ ン ジや紫 が成立 する

可能性 が認め られ て も、それ を確認す る こ とは難 し

い 。例え ば、英語 に も orangish とい う言い 方は な い 。

こ の場合には orange 　yellOw，　 yellow　orange と い う答

え方 の ほ うが有効である 。 この 問題は別にあ らため

て対処する こ とに したい 。

5， NCS と Munsellシ ステ厶 の結果

5．1． NCS シ ス テ ム の結果

　 4基本色 の Y，R ，　 B ，　 G の基本色 の 色 力 テ ゴ リーと
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．

「

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

匚 JOURNAL 　OF 　THE　COLOR 　SCIENCE 　ASSOCIATION 　OF　JAPAN

そ の 申間色 相で あるY50R ，R50B ，B50GIG50Y

の 範囲を調 べ 考察 した。そのデ
ータ結果を Table　2 −1

に示す 。

5 ．1．1． Y のカテ ゴリ
ー

　多 くの 研究の先例どお り，黄の色域は 両 国語とも

色票 Yの 判定は goc／o 以 上 で 非 常に狭い 範囲 に集中し，

極 めて高い共通性が認め られ る。中 間色 域でも 同 じ

ようにY50R を中心に して前後ほ ぼ対称にな り，
一

致

度が高い 。韓国 の デ
ー

タが赤みの黄に判断され る傾

向があり，日本の方は，G90Y が ］69／o を示 し，やや

緑みの黄に判断す る傾向が見 られる。

5 ．1．2， Rのカテゴ 1丿
一

　日本語 は ，Rの 色票 に 84 ％ ，韓国語は96 ％の集

中を示 し ，両 国 とも高 い共通 性 が見 られ る 。 また ，

両 国とも NCS 座標の Y90R の 色 相 で 30 ％ 以上が R と

判 断され 、黄みの赤と判断す る傾向 にある 。 両 国と

も赤の カ テゴ リ
ー

をわ ずか に青み に判断する傾向が

見 ら れ ，NCS 座標 の Y90 　R か らRlOB にまた が り赤

のカテ ゴ 1丿
一を形成する。

中間色 相 で は ，日韓と も R50B と R60B を赤み の青と

判断す ることにかな りの 一致を示す。両国 とも R50B

の と こ ろで 赤と青のカテゴリ
ー分布が交叉 して い る。

5 、］．3 　 Bのカテゴ リー

　青は，色票 Bの色相判断が韓国では全filooo／o を占

め て おり，日本 で は 620／oを示 し，B の色票よ り緑み に

よ っ て い る と判断する比率が380／oある 。こ の ような

判断の分散に 日本語の 青の 意味の両意性がうかがえる 。

NCS 座標 の R90B を青と 答えた人が 日 本人 で は680／o ，

韓国人は90 ％で ，ここにも著しく差が見られる。Bの

カ テ ゴ リ
ー

は ，両国とも NCS の色票 B よりもやや赤み

に よ っ て い る と い え る 。また ，中間色相の分布は ，両

国とも大き くB30G か らB70G まで 広 い範囲 にまたが

り，B とG の 中間色相 の判断が難し い と考 えられる。

5 ．］．4 ， G の カ テ ゴ リ
ー

　日本 は ，色票 Gをま じ り けの な い 純粋な緑 と判断した

人が 60％ で ，韓国よ D 低く，369／o の 人が NCS の色票

G を黄みの緑 と 判断 して い て ，青み があ る とする判断は

わずかで ある。韓国は，色票 G を86 °／o が純粋な緑と判

断し高い集中を示してお り、青みの緑や黄みの緑と判

断する人は わ すか70／o で ある。

　日本が，緑のカテゴ リーを B90G の色 票を中心 に

B70G からG10Y まで の広い 色域で緑と判断 して いるの

に対 し，韓 国では，色票 Gを中心にB90G からG10Y に

ま たが り緑と判断 して いる。黄みの緑か ら緑み の黄へ

と変わる中間色相は，日本で はG40Y からG70Y まで ば

Table2 −1　 NCS 　Hue 　Circleの 調査結果データ　 （単位 ：％）
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らつ き が多い 結果 に な っ た 。 韓国 の 場合は 、G50Y ．

G60Y ，G70Y の ところで修飾語が黄みに変わ っ てし、る。

5 ．2 ． NCS40 色相 環 の 評 価値 に よ る 判定 の 結果

5．2，1， 日韓の 基本色彩語に よる判定

　実験に 用 い た NCS40 色相環 の 色票 は 、色相の変化

が必ず しも滑 らか に推移 しているよ うには見 えない

部分 もある が、日本語及び韓国語の 黄、赤、青、緑

の 4 つ の 基本色 彩語 と そ れ らを組 み 合わ せ た 系 統色

名によ っ て す べ て の 色票を判定する こ とに どの被験

者も 速 や か に 色 の 見 え を 記入 す る こ と が できた 。 こ

の結果 か ら、NCS の す べ て の色 相変化 を色彩語 で 判

定す るため には、日本語、韓国語 どち らの 場合で も 、

4 種類 の 基本色 彩 語 だ け で 必要 に し て 十分で あ る こ

とが 確か め られ た。そ の 評 価値の デー
タの結果 を

Table　2 −2 、　 Fig，2に 示 す。

5，2．2．色相尺度と基本色彩語による色相判定

NGS40 色相環 は、　 Y ，　 R ，　 B ，　 G の 4 主要色相に よ っ

て 4等分され、その各色相の間は、その なかの 2 つ

の 色相の 割合がそ れ ぞれ ］0 ％ か ら 90 ％ ま で ］0

％ 刻 み で 推移す るよ うに 分割さ れ て い る 。こ の

NCS40 色相環 を日本語及 び韓 国語 の 4つ の 基本色彩

語そ れぞれ によ っ て判定 した 結果 を各尺度の 平均得

点を結ん で折れ線グ ラ フ で表 したもの が Fig．2 である 。

　各色 相の 色 の 見 え の 割合が あ らか じめ ］0 ％ ず つ

変化す るよ うに 尺度が 設定さ れている NCS 色 票を用

い て実験 した 場合は ，日本語 で も韓国語で も その 判

定の結果は ，基本 4 色 相を中 心と して 左右が ほ ぼ対

称になるきれいな規則的な分布を示した 。

　 1 つ の色彩語 だ けで 回答され た色 相には、 3点の

得点 を与え る こ と にな っ て い る の で 、平均得点が 3

点に最も近い色相は 、日本語 、韓国語の どち らでも

4 種類の 基 本 色彩語の典 型的な色 （pro［otype ある い は

focal　Golor ）であ り、各色 相範疇の 中心色相を示す と

考え られるが、そ の 色相は両国語とも NCS の 4 つ の

基本色相Y 、R、　 B ，　 G とほぼ一致する 。 特に、黄と赤

Table2−2　NCS の評価値
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につ い ては、 1語だけの 回答が、両国語とも NCS の Y

とR の色相に集中し で い る 。韓国語の 場合は 、青と緑

の色相 につ いて も NCS の Bと G に高い 一致を示 して い

る 。 同 じ色相に つ い て の 日本語 の 反応 は、韓 国語 の

場合ほど顕著で はな い に して も ，BとG の色相に明 ら

かな集中が見 られる 。 こ の よ うに NCS の 4 基本色相

は、H 本語 、韓国語 の 基本色彩語に よる判定にも非

常によい対応を示 す こ とがわがる 。

　 日本語 と韓国語と い う異な る 二 つ の 言語を母 国語

とす る両 国 の 被験者群が 、そ れぞれ の 色彩語 によ っ

て色相の判 定 を行 な っ た にもかかわ らず、そ の 二 つ

の 書語 による判定結果 は、折れ線グラ フ で 見 られる

ように非常に高い相関を示 した 。 Y − Rと G − Yの間の

色相で 完全に判定が一致す る色相 が 4 箇所も あ り、

その他の色相に対する判定の 差異もわずかな もの に

すぎ ない 。 基本色彩語 によ っ て色相範疇と中心色相

を判定する とい う本実験で は、固有文化、固有言語

に よる特異陛は、ほ とんど認め られず 、むしろ文化

的、普遍的な人類共通の 色 覚の 特性が表 われた と考

え られる。

5．3． Munse ［1システムの結果

　こ の研究 で は 、Heringの反対色説 に基づ くNCS40

色相環の 尺度 と 4 基 本色 彩語 の 対応 を み て き たが 、

40 色 相環 で は どの よ う な 結果を示 す か を評価値に よ

っ て結果 をみることにする 。

　 Munsell シ ス テムも、　 NCS 色相環 と 同 じ くY 、　 R ，　 B ，

G の基本色の 色域 と、その中間色相 である 5YR ，5RP ，

5BG ，5GY の 範囲を調べ 、両国語の デ
ー

タの比較に

よ っ て 考察し た。調査 の結果 は Table　3 −1の ようで あ

り、これ らの評価値を Table　3 −2 ，　 Fig．3 に示す。

5．3．1． Munsei140色相環の評価値による判定の結果

　Munsellの色相尺度は、　 MunselI色空 間小委員会 によ

る評価 実験（1943 ＞に よ っ て 、知覚的等歩度 性を基本

と して構 成されて いる とい うが、NCS と比べ れば 日

本語、韓鬮語の基 本色彩語 による判 断 と 色相 記号 と

の 対応 はあま りよ くない こ とがわかる。

　Rの カテ ゴ リーの 中心色相が 5Rにな る こ とは多 く

の先行研 究の 結果 と
一

致す る が、色彩語 の 黄は 2．5Y

で ピー
クであ り、Bカテゴ リ

ー
の 中心は5B で はな く

Table3 　Munsell　Hue 　Circleの 調査結果データ　 （単位 ；
°fe）
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Table3・2　Munse ［1の評価値

25PB にな る。　 Gカ デゴリーで は、25BG （日本語）と

7．5BG （韓鬮語〉とい うよ うに、かな り青みの緑よ りに

中心色相が選 ばれる。R とBカテ ゴ リーが交叉する位

置も 5Pではな く、2．5P（日本語）、10PB （韓国語）とい

うよ うに、青よ り に中心色相が移動 している 。 オ レ

ン ジ色相にな るはずの 赤と黄の色力テ ゴリーの 交点

も5YR ではな く 2．5YR にな る。こ の よ うに両国語の

基 本色彩 語による判断結果と Munsell色相記号 との間

にはあま りよい対応が認め られな い 。

　 Munsell40色相環で は、日韓両国 ともYが 2．5Y、　 R

が5R 、　 Bが 2 ．5PB、　 G が 2．5BG （韓国が 7．5G ）の 色相

と判断され たが、5Y ，5R を除い て Munsellの 基本色

相か らかな りすれ て お り、特に Bは、両国 とも 5B で

は な く 2 ．5PB に な っ て い る。5G で は、両 国とも評価

値がほぼ2．5 に近 い値を表 しているが、韓国の方がや

や高 い集中を示 して いる。

　緑の判断は、5BG ，2．5BG ，10G ，7 ．5G 、5G ，

2 ．5G ，10GY まで、両 国 とも広 い範 囲 にまた が り、

青 と 緑 の 日本語 と韓 国語 の 色名は、い く らか曖昧さ

を示 して いる と考え られ る 。両国とも黄（5Y ）と赤

（5R ）は ，ほぼ一致 して高い 集中を示 しているが、5B ，

5G で は、かなりずれて判断されている こ とが分かる。

5 ．3．2． 色相 尺度 と基本色彩語による色相判定

　Munse1 色 相環で は、派生範疇となるはずの中間色

相はY −Rで 2．5YR 、　 R −Bで 2 、5P （韓国 10PB ）、　 B−G で

両国とも 10BG 、　 G−Yで 2．5GY の色相を示 した。特に

両国 とも R−B の分布 が重 なる部分 は、ほか の 色相よ り

広 くな っ て いる が、こ れは、Munse ］140　huesがY ，　 R，

BeG に P（紫）を力口え構成されているためで あり、日本

語と韓国語の 4 基本色彩語 におい て も紫色 がたん に

赤と青の 混 ざ っ た色 と して 表現さ れる の で はな く、

紫と して 4 原色 と 同 じく一
つ の 独立 した カ テ ゴ リ

ー

と して とらえ られ で い るためであると考えられる。

6，考察

6，1． NCS と基本色彩語との 関係

　NCS の 色相環 は 、　 Heringの 自然 な色彩体系の考え

方に基 づき、彼の反対色説 における 4 つ の基 本色相Y ，

R ．B，　 G によ っ て4等分され て い る 。 これらの基本色
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相は 、計量 心理学 と現 象学の考え方と手法に基づ い

て 選定され て い る。

　 こ の 調査 で は、日本語と韓国語の 4 つ の色力 テゴリ

ーを表す 基本色 彩語 に 基 づ く判 断の 結果が、NCS の

色相尺度と非常によ く
一

致す ることが確かめ られた。

4 つ の色力テ ゴリーの 典型的な色（焦点色〉は、NCS 色

相環 の 基本4 色相に よ い
一

致を示 した 。 4 つ の各色力

テ コ リ
ーは、中心色相をピ

ー
クと して ほぼ左右対称

の 分布 を表 して い る。また、各色力テ ゴ リー
に対す

る判断が、平均得点2以 上の色相を調べ てみると、Y ，

R ，B，　 G の どの色力テゴ リ
ー

も 6な い し7の色相 にま

た が っ て お り、きわめ て規則的 な分布 を示 す こ とも

わか っ た 。 しかも 2 つ の色力テゴ リ
ー

の分布の交 叉点

の色 相は、Y50R ，　 R50B ，　 B40G また は B50G ，

G50Y の色相に集中して お り、各基本色彩語による判

断の 境界 と NCS 色相尺 度とが非 常によ い対 応を示す

こ とが明 らかにな っ た 。

　こ れは、Heringの反対色説に基づい たKay＆ McDaniel

の基本色彩語と基本色力テゴリ
ー

モデルの文化的普遍

性は、NCS による調査を通じて 日本語及 び韓国語 の 基

本色彩語と色 力テゴ リ
ー

におい て も認める こ とが で き

た。こ の結果か ら、NCS はどの言語の場合でも、基本

色彩語及び基本色力テゴ リ
ー

の研究にはきわめて有効

な ColQr−Order　Systemである ことを示 している。

6．2　 Munse ［1シ ステム と基本色彩語との関係

　Munseil40色相環の場合を見てみ ると、両国語 によ

る色力テゴ リ
ー

の判断の分布は、NOS による結果 に比

べ てかな り不規則な ゆがみがある。Munse ［1の 色相尺

度は、R，　 Y ，　 G ，　 B ，　 Pの 5 つ の 基本色相を尺度構成の

基本と して い るため、4 つ の 基本色彩語に よる判断に

なじ みにくい こ と は、は じめか ら想定さ1れて い た 。

　本研究で 提示試料と して 用 い られた40 色相環 の色

票 は、NCS と Munsell のどち らも
一

般 に市販され て い

る もの を使用 したので 、両 シ ス テムで定め られ て い

る基準値 に対す る高い 精度はそれ ほど期待 できな い、

そ こ で、NCS 色相 の Munsell 変換値 で 、2つ の シ ス テ

ム 間の色票の
一致が、調 査結果の

一
致を証 明 した と

はい えな い かも しれな い 。

6．3 ． 日本語と韓 国語の色彩語 につ い て

　この調査に用 い られた yellQw、　 red ，　 b］ue ，　 greenを

表す両国語の色彩語による判断の結果の分布 は、NCS

及 びMunsell40 色相環の す べ ての色相が4 つ の基本色

［
．

カテゴリ
ー

によ っ て分類される こ とを示 して い る。各

色 力テ ゴリ
ー

の 分布は 、 そ の カテゴ リ
ー

の典型と判 断

された色 相をピークとする 折れ線グラ フ を形成 し、そ

れぞれのカテゴリ
ー

に対する判断の境界は隣接色相力

テゴリ
ー

の判断の分布と交叉する色相にあ る 。

　この実験調査 の結果で は、日本語、韓国語がとも

にAlta［c 　 Ianguagesに属する言語で あるとされていな

が ら、英語圏における Heringの基本4色相とその色力

テ ゴ リ
ー

に 関す る 先行 研 究の 結 果 と よ く
一

致する 。

⊃ ま り、本研究 に用 い られた 日本語、韓国語そ れぞ

れの 4つ の色 彩語は、［ndo −European　languagesの言

語 に おける基本色彩語 と同様に 、両国語 ともす べ て

の 色相の 変化を4 つ の色力テゴリ
ー

に分類す る こ とが

できる基本色彩語 で ある こ とを意 味して い る 。

　NCS 及 びMunsellシ ス テ ム の 40 色相そ れぞれ に対

する両国語の 基本色彩語 による判断の結果 は、非常

に高い 相 関を示 した。こ れは、本研究で 調査 した両

国語 の4 つ の基本色彩語 が、特定 の 色知覚と 色 力 テ ゴ

リ
ー

を表す意味に関して は同じ性格の 基本色彩語 で

ある こ と を証明 して い る e

6．4 ，派生力テ ゴリ
ー

の考察

6、4 ，1． NCS 色相環 に つ い て

　色票Y50R のと こ ろでは 、
　 Yで もなくRでもない色

に な る 。つ ま りそ の 中間の色 と してオ レン ジの派 生

力テゴ リ
ーが認め られる。同 じくRと Bの中間である

R50B のあた りで は紫の派生 力テゴ リーが認め られる 。

また、R40G で は青緑、　 G50Y の と こ ろ にも黄緑の独

立 したカ テ ゴ リ
ーが見 られる 。 以下 FLg．4 −1に示す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 留

Fig，4・1　 Ncs 色相環 の 4基本色力 テ ゴ リー
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6．42 　Munsell色相環に つ い て

　Muunse ］色相環 では、オ レンジは 2．5YRの ところに

派生 力テゴ リ
ー

が見 られ る。黄 緑は 2．5GY の あた り

に派生 力テゴ リ
ー

が見られる。また、 10BG で は青

緑のカテゴ リ
ーがやや見 られる 。 R−Gの間は、　 NCS に

比べ て広い 範囲を表 して い る 。 以下 Fig．4 −2 に示す。

　

7匹
　

麺

嬲

　

　

s野B

Fig．4 −2　 MunselI色相環の4 棊本色力テ ゴ リ
ー

7． まとめ

　以上 、本稿で は、日本語と韓国語の それぞれ の母

国語 に基づ く判定による色知覚が どれ ほ どの差 を示

すかを考察 した。

　基本色 彩語 とそ の 言葉 によ っ て 形成される色力 テ

ゴ リーは、ヒ トの 色知覚特性の 普遍性に 基礎を 置 い

て い ると い うKay＆McDanlelの 仮説は 、本研究におけ

る Eヨ韓の 基本色彩語の判定でも 妥当であ る こ とが確

認され た。特に 、Hering 説 に基 づ い て 構 成 さ れ た

NCS 色相環におい て 、　 El韓両国語の 4つ の 基本色彩語

の 判定結果 とNCS 色相記 号 との 一致度 は 極め て 高い

結果が得られた。

　文化人類学、認 知言語 学にお ける基本色 彩語 とは

ど うい うも の で あるかを究明す る こ と で あ っ て 、こ

れ らを色空 間 と対 応させ て 定義する方法は乏 しか っ

た。

　本研究で は、Boynton ＆Gordon の色名法 による色覚

研 究の 手法 を 応用 し て 日韓 両国語の基 本色彩語と色

力 テ ゴ リ
ーを両 Coior−Order 　Systemの色相環 とそれぞ

れ の 記号 に よ っ て 確 か める こ とがで きた。

　日韓両国語 に よる判定結果 に は、ほとん ど差がな

い と こ ろか ら、それぞれの4 つ の基本色彩語がほぼ基

一

本色彩語 と色力テ ゴ リ
ーを表す同 じ種類の言葉 であ

る ことが確かめ られた 。 また 、これ らの 4つ の基本色

彩語 は、言語 、文化の 相違に かかわ りな く、ヒ ト共

通の 普遍的な色覚の 特性を表 して い ると い える 。

　しか し、4つ の基本色彩語が形成する色力 テゴリ
ー

の分布が交叉 する と こ ろに、派生力テ ゴリ
ーが確か

に存在する。Y とRとの間のオ レン ジ、　 Rと Bとの間の

紫な ど の 派生 範疇とさ れ る 基本色 彩語 が成立す る 可

能性が認められ る が、Bと G、　 G とYと の 間 に も知覚的

に区別 される 派生力テ ゴリ
ー

が存 在す る こ とがで き

る。

　ただ し、こ れ らの 色 力 テ ゴ リーを表す色 彩語が日

韓両 国語 の 基 本色彩語 と い え る か ど う か に つ い て は 、

言語学的な基準によ っ て、改めて検討 してみる必要

がある 。

8．今後の課題

　今回 の 調査 で 、NCS 色相環 は 基 本色 力 テゴ リ
ーと

色彩語 の調査に有効で あると考 え られた 。今後 とも

諸言語 による比 較検討が望まれ る。引き続き、今後

の 問題点と して 、派生 力 テ ゴ リーと ロ ーン ・ワー ド

（loanword）の問題 点につ いての検討が残されている 。
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